
【プロフィール】 

豊永林業株式会社 
専務取締役 

奈良県南部の吉野郡内にある 
約 1,500ha の山林の施業委託 
管理を行う 

1995 年 豊永林業株式会社入社 
2013 年 現職 
2022 年 道の駅「吉野路黒滝」

内に「りんプラス」を
オープン 

「表紙の人」奈良の木シリーズ（編集後記ご一読ください）１回目は、

奈良県吉野郡で活躍されている林業家の中前徳明さんです。奈良の林業

が抱える課題などについてお話を伺いました。 

■現在のお仕事の内容は？ 

吉野で山林を代々受け継がれている山持ちさんから依頼を受けて、山林を

管理する「山守」の仕事をしています。下刈り、枝打ち、除伐、間伐、作業

道の整備などが主な仕事です。 

■日頃感じられている林業の課題は？ 

経済的に林業が成立しにくい状況があります。山で間伐し、市場に搬出す

るまでの経費と売値がほぼ同じ、つまり利益が出ないです。現在は補助金が

あり、なんとか続けています。このような状況では、皆伐し、新たな苗木を

植え育てることが難しいです。地拵え、植栽、害獣対策などの費用が賄えな

いからです。また、山で働く人達の高齢化が進んでいて若い人の就労が少な

いのも悩みです。 

■われわれ建築士に期待されることは？ 

吉野の木は密植、多間伐で育てられているため強度が高く、木目も綺麗だ

という特長があります。このような特長を生かした使い方で吉野材の価値を

上げる方策を一緒に考えていければと思います。例えば、住宅に地域材の利

用を増やしたり、公共建築の木造化を促進したりすることです。吉野材の良

さを消費者に伝えるために見学会なども開催しています。これまでは建築士

の方と直接お話しする機会が少なかったですが、皆様からの声にもできるだ

け応えたいと思いますので、ご要望があればお寄せください。 

■今後の計画・抱負をお聞かせください。 

昨年、道の駅黒滝内に木製品を扱うショップ「rin+(りんプラス)」をオー

プンしました。製材機も購入して、山からエンドユーザーに直接届ける商品

も開発しています。持続可能な森林経営を保障する「SGEC 森林認証システ

ム」も取得しています。木材のトレーサビリティを可能にし、吉野材の価値

を守りたいと思います。消費者の住まい手などと山を繋ぐオーナー制度など

もできればと考えています。 

■ありがとうございました。    【記：情報・広報委員会 伊藤吉郎】 

なかまえ のりあき 

中前 徳明 氏

houei H.P. 

- rin+（りんプラス）- 
林業家が運営するショップ。 

木製インテリア、生活雑貨、自然食など 

吉野素材を中心に販売。木製品は間伐

材などで製作。 

地拵え～植栽 下刈り～枝打ち～間伐 作業道造り
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奈良県建築士会では、委員会やその部会等で、様々な社会貢献活動に取り組んでいます。 

これらの活動を通じて、技術研鑽だけでなく、建築士の社会的地位の向上を目指しています。 

具体的に、地球温暖化対策に寄与するために公共建築の木造化推進活動や防災対策活動、歴史・景観資源の

保全に寄与するために空き町家の利活用推進活動など、タスクフォースを設置し、産・官・学・民が連携しながら、

会員内外の方々とネットワークを構築し、楽しく取り組んでいます。このような場にご興味のある会員の皆様に

は、委員会内にある部会に気軽にご参加していただければと思います。さらに、積極的に活動されたい方は、支

部から委員会へ推薦させていただきますので事務局や各支部長にお問い合わせください。  【会長 米村博昭】 

委 員 会 名 主 な 活 動 

総務・企画委員会 

①定款規則等に関する事項 ②企画・財政・庶務に関する事項 

③関係団体との連携に関する事項 ④会員に係わる調査・統計及び研究に関する事項 

⑤会員の福利厚生に関する事項 ⑥会員の増強に関する事項    等 

教育・事業委員会 

①継続教育に関する事項  建築に関する専門知識等の情報に関する事項  

関係法令の解説・指導及び研究に関する事項  

作品（景観デザイン）等の賞に関する事項    

全国大会・近畿建築祭・講習会・講演会・見学等各種事業に関する事項 

⑥地震等災害による判定・診断及び補強に関する事項    等 

情報・広報委員会 ①会報誌（士會奈良）・電子公告（ホームページ）その他刊行図書の発行に関する事項

情報収集・発信及び対外広報に関する事項    等 

住まいまちづくり委員会 ①住環境の改善及び福祉整備に関する事項   住宅相談に関する事項 

建築に係わる景観、環境問題に関する事項   まちづくりに係わる教育及び人材育成

に関する事項   まちづくり活動の推進に関する事項   奈良まちづくり地域貢献活

動センターの運営に関する事項    等

女性委員会 ①女性建築士の活性化と育成に関する事項  実践活動の推進・情報交流に関する事項 

女性建築士に必要な事業に関する事項  会員の増強に関する事項    等 

青年委員会 青年建築士の活性化と育成に関する事項  実践活動の推進・情報交流に関する事項 

青年建築士に必要な事業に関する事項  会員の増強に関する事項    等

建築士試験委員会 ①建築士法第１２条の試験業務に関する事項    等 

制度特別委員会 建築士会ＣＰＤ規則の定めるところによる継続的な能力の開発の普及と促進に

関する事項  前号の規定により、建築士会が実施するＣＰＤ制度の円滑な運営実施を

支援するために必要な事項  専攻建築士制度の普及と促進に関する事項    等 

歴史的建造物委員会 ①歴史的建造物の調査及び活用方法の提案に関する事項    等 

ヘリテージ支援センター ①歴史的建造物の活用に関する事業  

②ヘリテージマネージャーのスキルアップに関する講習    等 

木造公共建築物等推進 

タスクフォース 

①公共建築の木造化推進に関する事業  

②林業・木材業界とのネットワーク構築    等 

会員の在り方等検討 

タスクフォース 

①会員増強事業 ②会員表彰に関する事項  

③会員魅力創出に関する意見集約・企画・運営    等 

防災対策タスクフォース ①行政関係課と会員間の緊急連絡体制に関する事項 ②応急危険度判定に関する事項 

③安全安心に向けた予防活動に関する事項    等 

令和４年度奈良県建築士の委員会活動について
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各委員会と部会の関係を組織図にしました。

令和４年度 奈良県建築士会 委員会・部会 組織図

広報部会

和室部会

ふくまち部会

会員の在り方等検討
タスクフォース会議

木造公共建築物等推進
タスクフォース会議

空き家対策部会

ヘリテージ支援センター
（紀本 澄男）

総務・企画委員会
（髙安 秀和）

教育・事業委員会
（城田 全嗣）

情報・広報委員会
（福田 成生）

住まいまちづくり委員会
（伏見 康司）

女性委員会
（寺岡 春恵）

（南  喬）

建築士試験委員会
（  治夫）

制度特別委員会
（森馬 康之）

歴史的建造物委員会
（米村 博昭）

（中尾 七隆） 

（紀本 澄男）

（庄田 尚代）

（稲原 泰裕）

（中尾 七隆）

会 長 

（米村 博昭）

防災対策タスクフォース

近建女部会

景観デザイン賞部会

（紀本 澄男）
（中尾 七隆）

（  隆司）

（紀本 澄男）



令和４年度　（一社）奈良県建築士会事業予定表 令和４年８月１日現在

１週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週 １週 ２週 ３週 ４週

●1４日正副会長会 ●11日正副会長会 ●18日正副会長会 ●17日正副会長会 ●12日正副会長会 ●13日正副会長会

●30日理事会・支部長会（奈良県文化会館） ●20日 理事会・支部長会（会場未定）

●14日第64回全国大会「あきた大会」●26日第40回近畿建築祭「京都大会」

１級 ●24日学科（天理大学） ●9日製図（リガーレ春日野） ●26日製図合格発表（予定）

２級 ●11日製図（天理大学） ●1日製図合格発表（予定）

木造 ●24日学科（天理大学） ●9日製図（リガーレ春日野） ●1日製図合格発表（予定）

名刺交換会他
監理技術者講習

委員会 ●総務・企画委員会（予定） ●総務・企画委員会（予定）

委員会他 ●7月中：委員メンバー決定 ●8月頃：第01回委員会 ●12月頃：第02回委員会 ●3月頃：第03回委員会

『場を生むデザイン賞』

勉強会

建築士定期講習 ●6/8：第１回 ●8/25：第２回 ●2/15：第３回

既存住宅調査技術者講習 ●現時点で開催の予定無し

その他

情
報
●委員会
　（毎月第２木曜）

委員会 ●6/22委員会 ●8/3委員会 ●委員会 ●委員会 ●委員会 ●委員会

文化財専門家講習
ヘリテージ支援ｾﾝﾀｰ ●8/11近畿HMN会議 ●世話人会 ●10/13全国HMN協議会総会 ●世話人会 ●世話人会 ●世話人会

歴史的建造物委員会

空き家対策部会 ●10/14:全国大会　まちづくりセッション ●11/26:近畿建築祭　京都

勉強見学会、その他 ●7/5:近建協まちづくり部会(web) ●11/5,6:近畿まちづくりセミナー滋賀（近江八幡）

委員会・部会会議 ●1718全建女 ●新年会

近建女会議 ●近建女会議 ●近建女会議 ●魅力ある和の空間（京都）

広報部会
ふくまち部会 ●建築士のイベント ●ふくまち部会 ●観光ﾊﾞﾘｱﾌﾘー街歩き

和室部会 ●和室部会セミナー ●和室部会セミナー

委員会 ●6/15第２回定例会 ●7/25第３回定例会

近建青 ●6/11奈良会議 ●7/9兵庫会議 ●10/14あきた大会青年委員会セッション近畿代表

●6/19なら歴史芸術文化村「トントンキット」 ●10/1・2　奈良の木づかいフェスタ ●11/23斑鳩町つくる暮らしの会斑鳩マルシェ
●森のようちえんツリーハウスプロジェクト

勉強見学会 ●一級建築士製図試験課題発表（類似施設見学会）

CPD ●申請があれば随時受付 ●専攻建築士審査（委員会）

専攻建築士 ●4日～2月末専攻建築士受付開始 ●専攻建築士審査評議会

会員在り方タスクフォース

木材公共建築物等推進タス
クフォース

●9/1会議

防災対策タスクフォース

奈良 支部幹事会 ●５　幹事会 ●　幹事会 ●　幹事会 ●　幹事会 ●　幹事会 ●　幹事会　報告会 ●　幹事会 ●　幹事会 ●　幹事会 ●　幹事会 ●　幹事会

●8日監理技術者講習 ●15日監理技術者講習●17日監理技術者講習 ●21日監理技術者講習 ●19日監理技術者講習 ●16日監理技術者講習 ●21日監理技術者講習 ●17日監理技術者講習

●11/26:近畿建築祭
京都　　　ﾊﾟﾈﾙ展示予定

総
務
企
画

●
■10日記事締切

　　　　●Web
■1日会誌発行

●3日学科（天理大学）

●
■10日記事締切

青
年

●27日新年大交歓会（予定）

女
性

●魅力ある和の空間見学会
（in滋賀）9/17

●近建女くらしとすまいを
みつめるｾﾐﾅｰ(10/29予定）

５月6月 7月 8月 ９月 １月 ３月 ４月１０月 ２月
区分

全　体

制
度

試
験

ま
ち
づ
く
り

住
ま
い

●
■10日記事締切

　　　　　　　　月　日
事業名

教
育
事
業

催し

１１月

●23日学科合格発表(予定)

●30日近畿建築士会協議会会長会

　　　　●Web
■1日会誌発行

１２月

●26日近畿建築士会協議会会長会

　　　　●Web
■1日会誌発行

●2８日近畿建築士会協議会会長会

●7日学科合格発表（予定)

●20日監理技術者講習

●23 日 理事会・支部長会（会場未定）

　　　　●Web
■1日会誌発行

●
■10日記事締切

　　　　●Web
■1日会誌発行

●
■10日記事締切

　　　　●Web
■1日会誌発行

●1/12（予定）：応急危険度判定士養成講習会

●25日近畿建築士会協議会会長会

●19日通常総会（予定）

●
■10日記事締切

●25日近畿建築士会協議会会長会

タ
ス
ク
フ

ォ
ー

ス

●7日学科合格発表(予定)

支部定例会、役員会 ●22定例会 ●16定例会 ●27定例会 ●定例会 ●定例会 ●定例会 ●定例会 ●定例会 ●定例会 ●定例会 ●役員会 ●定例会

イベント ●親子まつり委員会 ●27城下町建物調査 ●25お茶会 ●01研修見学会（大阪） ●03　大和郡山市親子まつり参加 ●お茶会・まち歩きイベント ●支部報告会

生駒 ●9日会議 ●11日会議 ●HUG ●13日会議 ●14日会議 ●空き家対策事業

郡山

●11日会議　　　　●支部報告会
●12日尾田組資料館訪問
●17日HUG（ガールスカウト）

●支部役員会 ●支部役員会 ●支部役員会 ●研修会(未定） ●支部役員会

●地域貢献事業(JC奈良ﾌﾞﾛｯｸ大会ﾌﾞｰｽ出展) ●資質向上事業(地域の魅力の再発見) ●会計報告会

●４日又は１８日天理・桜井・
　住まい委合同事業（予定）

天理

●６日天理・桜井・
　住まい委合同会議

●４日天理・桜井・
　住まい委合同会議

●７日定例幹事会 ●定例幹事会（未定） ●定例幹事会（未定）

橿原 理事会 理事会 全国大会 理事会 研修会 理事会 理事会 会計報告会

高田

宇陀

五條

吉野

10/14　秋田大会への参加
10/20　支部創設50周年記念
ゴルフコンペ

忘年会開催予定 ボーリング大会開催予定

・勉強会予定 ・見学会予定

5/14　支部事業報告会、  50
周年記念事業について報告
6/9　第240回幹事会開催
6/16　支部50周年記念誌編
集委員会

7/12　第241回幹事会 8/18　第2回支部50周年記念
誌編集委員会
8/30第242回幹事会

9/16なら歴史芸術文化村見
学会

●４日又は１８日天理・桜井・
　住まい委合同事業（予定）

桜井

●６日天理・桜井・
　住まい委合同会議

●４日天理・桜井・
　住まい委合同会議

『場を生むデザイン賞』ＨＰのﾘﾆｭｰｱﾙ
第２回開催にむけての企画検討期間

勉強会内容募集 勉強会内容企画検討

広報・日程の検討受賞作品・応募作品の取材 第２回開催にむけての活動実施期間
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皆様、初めまして。橿原支部の福西正太郎と申しま

す。主な業務は住宅改修、耐震改修を中心に住宅の設

計施工をしており、専門分野はバリアフリー、ユニバ

ーサルデザインです。昨年度高齢者、障害者の住宅に

ついての相談員を引受させていただいた経緯からふく

まち部会に入り、今年度より部会長となりました。 

部会では福祉のまちづくりの現状について知識を深

めており、この度私の恩師でありバリアフリー・ユニ

バーサルデザインの第一人者である髙橋儀平氏をお招

きし講演いただく事となりました。 

奈良といえば奈良公園エリアをはじめ文化財が多く

観光資源が豊富ですが、すべての人に利用しやすく整

備されているかと問われると問題点も数多くあります。 

そこで、現在のバリアフリー事情について歴史や改修

事例、今後の課題などを中心にお話しいただきました。 

講師：東洋大学名誉教授 髙橋儀平氏  

バリアフリーの歴史は、94年にバリアフリー法の前

身となるハートビル法ができ、以降、各都道府県で条

例が策定されました。その後東京オリンピック、大阪

関西万博等国際的なイベントのタイミングで世界基準

に合わせ改正されています。 

文化財はバリアフリー法の適用除外となっている為

物的バリア、制度的バリア、サービス・接遇のバリア、

情報のバリア等様々な課題があります。課題解消によ

る利点は様々有り、物的バリアについては最寄り駅等

からアクセスが容易になり、駐車場やトイレ、授乳室

などの設備が整備されると災害時にも安心して避難で

きるようになります。制度的な課題やサービス面の課

題については利用者の区分がなくなり、障害による利

用できないゾーンがなくなります。また、分かりやす

く安心して文化財を見学できるようになります。現状

としては改修箇所の物理的限界、景観の調整、改修費

用の確保等課題があるものの、特に関西では可能な範

囲でバリアフリー化が実現しています。 

今後更に整備が進むことにより、多くの人々が歴史

的環境を利用しその恩恵を受けることができ、次世代

の多くの人々に文化財を承継出来ます。そして、ハー

ド、ソフト面の整備により多くの人が公平に文化財に

接することができ、バリアフリー化により障害のある

人だけでなく誰もがアクセス改善の恩恵を受けること

ができるようになります。 

奈良市ではバリアフリーのガイドラインとして基本

構想、マスタープランは有りますがあくまでも目安に

過ぎません。今後文化財のバリアフリー奈良モデルを

提案できるような活動をしていきたいと考えておりま

す。 

今回の講演会で会場とさせていただいた大和ハウス

グループ みらい価値共創センター「コトクリエ」の見

学会も行い、ジェンダーレストイレ等最新のバリアフ

リー事例にも触れることができました。手話通訳とし

て広陵町社会福祉協議会小川周子さん、是澤美代子さ

んにもお越しいただきました。 

最後にふくまち部会はバリアフリー、子供から高齢

者、障害のあるなしにかかわらず過ごしやすい「まち

づくり」について意見交換や、ワークショップなどを

行っていく予定をしており、興味の有る方はふくまち

部会の活動にご参加いただければと思います。 

また、今回参加いただいた学生とは今後連携を取り

バリアフリー化に向けた「まちあるき」などを検討し

ております。是非皆様お力添えのほどよろしくお願い

いたします。 

【記：ふくまち部会会長 福西 正太郎 －2020入会－】 

「ならの観光バリアフリーについて考える」 ～すべての人にやさしい歴史的なまちを目指して～ 
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青年委員会 『 トントンキット』  ・  天 理支部 『 大 工道具体験 』

台鉋体験の様子 槍鉋体験の様子 

トントンキットブースの様子 

トントンキット 

体験ブースが建ち並ぶ様子 

6 月 19 日に、県立なら歴史芸術文化村（天理市）で開催された「第 50 回 JC 奈良ブロック大会」

体験ワークショップに奈良県建築士会の青年委員会と天理支部がそれぞれブースを出店しました。

●青年委員会 『棟上げ体験トントンキット』 

 トントンキットは、コロナ禍で活動が難しかった期間に、

大阪工業技術専門学校（OCT）の協力を得て製作した

「棟上げ体験キット」です。子ども用ヘルメットや安全帯

などの備品も揃え、今回が初披露の場となりました。 

当日は、棟上げ体験と併せて、ブース内に足場を組み、

安全帯の必要性を学んだり、使い方の体験をしてもらっ

たりしました。 

参加者のアンケート回収率が約８0％に達し、満足度

は９5％を超えました。近建青でも高く評価され、1０月の

全国大会では近畿ブロックの代表として、地域実践活動

発表会に出場します。 

多数の出店依頼を頂いており、1０月２、３日には、イオ

ンモール大和郡山で開催される『ならの木づかいフェス

タ』に出店する予定です。 

●天理支部 『大工道具体験』 

 今回の事業は、天理支部にとって、これまでに無い動き

であり、チャレンジでした。企画段階から、一人でも多く

の会員が関わる事を目的として取り組みました。 

オープン間もない「なら歴史芸術文化村」のテーマに

合わせ、槍
やり

鉋
がんな

をはじめ、墨打ち、台
だい

鉋
かんな

、 鋸
のこぎり

のコーナーを

設け、子どもからお年寄りまで、多くの方に建築の歴史と

文化を味わってもらうことができたと思います。大きな達

成感と共に、色々な課題や展望も見えてきました。今後

の天理支部に乞うご期待下さい。 

【記：天理支部 桑原正弘】 

体験ワークショップ 報告 

広   告 

広告掲載募集中・詳しくは事務局までお問い合わせください 



編集後記

11 日（日）二級建築士試験（製図） 
21 日（水）監理技術者講習 

9 日（日）一級・木造建築士試験（製図） 
14 日（金）・15 日（土） 

建築士会全国大会あきた大会 
19 日（水）監理技術者講習 
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9 月 10 月

お知らせ 
●国土交通大臣表彰を受賞！ 
 竹村 繁喜 前副会長が令和 4年建設事業 
関係功労者の国土交通大臣表彰を受賞され 
ました。 

●第 64 回建築士会全国大会「あきた大会」が、 
  10 月 14 日（金）・15 日（土）に 

開催されます。 
※参加ご希望の方は事務局へ 
お問い合わせください。 

●第 40 回近畿建築祭 京都大会が、 
  11 月 26 日（土）に開催されます。 
  場所は、京都府長岡京記念文化会館 

※大会の詳細は、検討中です。 

●入会 
永井 亮祐 様（高田支部） 

よろしくお願いいたします。 

木材は大気中の二酸化炭素を樹内に固定するこ

とができるため、地球温暖化対策、SDGs への取り

組みとして注目されています。近年、中大規模木造

建築の事例も増えてきており、大規模木造の黎明

期とも言われています。しかし、国内林業の実態は

外国産材との競争で厳しい状況にあり、持続可能と

は言えないようです。

そこで今月号から「表紙の人」は奈良県の木材に

係わる川上（林業）、川中（加工・流通）、川下（設

計・施工）それぞれで活動されている方々に登壇い

ただき、「奈良の木シリーズ」として連載します。 

その活動内容や現状の課題をお聞きし理解するこ

とで、皆様と共に『ならの木ブランド』を盛り上げて

いければと思います。        【記：伊藤吉郎】 


